
• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年第１回定例会（第５日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

足立区議会会議録 
 

 

（第５号） 



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １  

 

午後１時００分開会 

○ただ太郎議長 これより本日の会議を開きます。 

  事務局長より諸般の報告をいたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

                        

○ただ太郎議長 これより日程に入ります。 

  日程第１から第５までを一括議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第 ５号議案 令和７年度足立区一般会計予算 

 第 ６号議案 令和７年度足立区国民健康保険特

別会計予算 

 第 ７号議案 令和７年度足立区介護保険特別会

計予算 

 第 ８号議案 令和７年度足立区後期高齢者医療

特別会計予算 

 第５３号議案 令和７年度足立区一般会計補正予

算（第１号） 

                         

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

 これより、予算特別委員会の審査経過並びに結果

について委員長より報告があります。 

  ２５番長沢興祐議員。 

［長沢興祐議員登壇］ 

○長沢興祐議員 ただいま議題となりました第５号

議案 令和７年度足立区一般会計予算、第６号議

案 令和７年度足立区国民健康保険特別会計予算、

第７号議案 令和７年度足立区介護保険特別会計

予算、第８号議案 令和７年度足立区後期高齢者

医療特別会計予算、第５３号議案 令和７年度足

立区一般会計補正予算（第１号）、以上５議案につ

いて、予算特別委員会を代表いたしまして、委員

会における審査の経過並びに結果について御報告

申し上げます。 

  本特別委員会は、去る２月２５日の本会議にお

いて設置され、延べ６日間にわたって審査を重ね

てまいりました。 

  審査に先立ち、正副委員長の互選が行われ、私

が委員長に、いいくら昭二委員、はたの昭彦委員

が副委員長に選任をされました。副委員長をはじ

め委員各位の多大なる御協力により、本定例会の

重要案件である令和７年度４会計予算及び同時補

正予算の審査が無事に終了し、ここに御報告でき

ますことを心から感謝申し上げます。 

  令和７年度予算は、「選ばれるには“ワケ”があ

る 新・足立区基本計画スタート」と名付け、自

然災害や物価高騰の長期化等、区民生活を取り巻

く状況が厳しさを増す中においても、区政に立ち

はだかる喫緊の課題に正面から向き合いつつ、区

政１００周年に向けて、区の魅力を高め、区民一

人一人の思いがかなうまちの実現のものとしてお

ります。 

  予算規模で申し上げますと、一般会計予算は前

年度比１７２億円、５．２％増の３，４７３億円

となりました。 

  国民健康保険特別会計は６９７億円、介護保険

特別会計は７１７億円、後期高齢者医療特別会計

は１９３億円となり、これら４会計の合計は５，

０８０億円余となっております。 

  本特別委員会は、以上の点を踏まえて、補正予

算を含めた一般会計予算並びに３特別会計予算の

審査に入りました。 

  また、３月８日付で、第５号議案に対し修正案

が提出されたため、これについても審査を進めて

いくことといたしました。 

  次に、質疑について申し上げます。 

  今回の委員会においては、今後の行財政運営、

基金、物価高騰対策、地域交通対策、エリアデザ

イン、防災対策、防犯対策、区内事業者支援、高

齢者支援、介護施策、健康施策、給付型奨学金、
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不登校支援、子育て支援、千住宿開宿４００年記

念事業、行政の透明性などが論点となり、各委員

からそれぞれの立場で区政全般について幅広く質

疑が行われました。 

  引き続き、６日目には、各会派からの討論が行

われ、足立区議会自由民主党を代表して、岡田将

和委員から、第５号議案から第８号議案及び第５

３号議案の５議案の原案全てに賛成、第５号議案

に対する修正案に反対の立場から討論がありまし

た。その要旨を申し上げます。 

  令和７年度予算案は、「選ばれるには“ワケ”が

ある 新・足立区基本計画スタート」と名付け、

区制１００周年に向けて、区の魅力を高め、区民

一人一人の思いがかなうまちの実現を目指した予

算編成となった。妊娠期から若者まで切れ目のな

い支援、災害対策、総合交通対策、千住宿開宿４

００周年記念事業として、今昔の千住の魅力を区

内外にアピールするなど、特色ある予算案となっ

ている。物価高騰の長期化、中小企業の人手不足

等、区民生活を取り巻く状況が厳しさを増してい

る。持続可能な未来を見据え、現状と課題を踏ま

えた効果的な政策を推進し、多様なステークホル

ダーとともに、区の魅力や個性を高めることが、

課題を乗り越えていくために不可欠である。なお、

本予算特別委員会において、我が党が指摘した

小・中学生教育費に対する保護者負担軽減補助金、

スクールゾーンの見直し、劇団四季鑑賞事業継続

を含むこどもまんなか社会の実現、ＰａｙＰａｙ

商品券事業の実施期間の検討、環境配慮型プチテ

ラスの整備、地域と連携した千住宿４００周年記

念事業の推進、観光課設置、地域の稼ぐ力を底上

げする足立区観光交流協会事業、自衛官の募集・

啓発、多世代から愛される六町のまちづくり、公

園を生かし、魅力あふれる綾瀬・北綾瀬のまちづ

くり、区民のための地下鉄８号線の整備促進、東

京女子医大への土地貸与の有償化の検討、誘致目

的の達成度を諮るモニタリング会議の定期開催、

区民の不安感を払拭するための区による丁寧な説

明など、様々な提案及び要望事項については、本

予算の執行と今後の区政運営に確実に反映するよ

う強く要望する。 

  最後に、共産党から提出された修正案は、長期

的、安定した区政運営を見据えたものではなく、

賛成できるものではないことを申し上げて討論と

する。 

  以上が、足立区議会自由民主党の討論要旨であ

ります。 

  次に、足立区議会公明党を代表して、小泉ひろ

し委員から、第５号議案から第８号議案及び第５

３号議案の５議案の原案全てに賛成、第５号議案

に対する修正案に反対の立場から討論がありまし

た。その要旨を申し上げます。 

  食品価格、エネルギー、原材料価格の高騰は、

区民の生活に一層の厳しさをもたらしている。そ

のような中、足立区は、令和７年度新たな基本計

画がスタートし、住んでみたい、訪れてみたいま

ちとして、キャッチコピー、ワケあり区足立区を

打ち出し、令和７年度予算のタイトルを「選ばれ

るには“ワケ”がある」とした。予算編成には、

地震、水害などの大規模災害対策、物価高騰、人

手不足等から区民や中小企業を守る対策、こども

まんなか社会の実現に向けて、切れ目のない若年

者支援等を中心に据えている。予算案には、我が

党が要望してきた帯状疱疹ワクチン定期接種補助、

防犯対策物品購入費用助成の拡充、小規模事業者

等経営改善補助金、農業生産者組織等育成事業費

補助金の拡充、障がい者福祉手当の増額、生ごみ

処理機コンポスト化容器購入費補助の拡充、外国

語指導助手ＡＬＴの派遣増などが盛り込まれてい

る。 
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  なお、共産党提出の修正案については、中長期

的に区政運営を考慮した一貫性のある案とは言え

ず、到底賛成できるものではない。 

  最後に、今回の予算特別委員会で、我が党委員

から指摘し、要望した防犯まちづくりの推進、災

害医療計画の立て直し、高齢者見守り施策の充実、

孤立を防ぐ地域の形成、日暮里・舎人ライナー及

びつくばエクスプレスの混雑解消対策、ごみ減量

と食品ロス削減、太陽光発電設置助成、暑熱対策、

ＩＣＴの活用教育推進、小・中学校における教材

費、修学旅行、制服などの保護者負担の軽減、ア

ピアランス支援、地下鉄サリン事件風化防止啓発

の推進、千住宿開宿４００周年記念事業などの

様々な提案を真摯に受け止め、予算の執行と区政

運営に反映されることを強く要望する。 

  以上が、足立区議会公明党の討論要旨でありま

す。 

  次に、日本共産党足立区議団を代表して、西の

原ゆま委員から、第５号議案の原案に反対、第６

号議案から第８号議案及び第５３号議案の４議案

並びに第５号議案に対する修正案に賛成の立場か

ら討論がありました。その要旨を申し上げます。 

  新年度予算は、障がい福祉手当の金額増額、飼

い主のいない猫の不妊去勢手術補助額の大幅増な

ど、我が党も求めてきたものがあり、歓迎するも

のである。しかし、１，８００億円台で推移する

全国でトップクラスの基金はため込み過ぎと言わ

ざるを得ない。区民の暮らしに見合った積極的な

活用こそ必要である。物価高騰で苦しむ多くの区

民生活に正面から向き合った予算とは言えない。

エネルギー等の高騰価格の支援は、幅広い事業者

を対象にするどころか、車の運転をしないと成り

立たない業種への支援すら全く見向きもしない。

これでは、区内事業者は報われない。人類の生存

が脅かされる気候危機に対し、環境フェアを廃止

し、復活を拒否し、環境プラザは、区と比べて大

変見劣りのあるものになってしまった。防災備蓄

倉庫がある限られたマンションだけを造り、他の

マンションや一戸建て住宅の備蓄への具体的な支

援は切り捨てる冷たい姿勢である。１２１校全て

で避難所での炊き出しを拒否する姿勢は、とても

現実離れしているとしか言いようがない。本気で

物価高騰に向き合い、気候危機からの環境、災害

を更に姿勢を改めることを強く求める。修学旅行、

移動教室や副教材費の無償化、奨学金の返済支援

対象を広げることなどは、区が実施を表明してお

り、我が党の予算修正案の提案が道理にかなった

区民要望に応えたものであることを証明するもの

である。 

  国民健康保険特別会計は、今回初めて値下げで

あり賛成するが、子どもの均等割の課題もあり、

更なる区の奮闘を期待する。 

  介護保険特別会計や後期高齢者医療特別会計は、

大幅な値上げがないため賛成するが、高過ぎる保

険料により高齢者などの負担が増大しており、今

後とも、区の奮闘を強く求める。何よりも区民の

命と暮らしを守る施策を最優先することを強く求

める。 

  以上が、日本共産党足立区議団の討論要旨であ

ります。 

  次に、是々非々の会を代表して、へんみ圭二委

員から、第５号議案から第８号議案及び第５３号

議案の５議案の原案に全てに賛成、第５号議案に

対する修正案に反対の立場から討論がありました。

その要旨を申し上げます。 

  令和７年度予算には、高校生応援支援金の事業

見直し、防災士資格助成の要件緩和、私立幼稚園

預かり保育の助成額拡充など、会派として要望し

てきた施策も盛り込まれており、一定の評価をす

る。足立の花火が５月開催となるが、まなびピア



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ４  

 

を活用した有料席を増やすなど、更なる自主財源

の確保を求める。レシートｄｅ商品券事業につい

ては、非効率で不正行為を防ぎ切れない不完全な

事業であり、血税を使っているという意識を強く

持って事業展開すべきと指摘する。女子医大の補

助金審査会の議事録について、約束していた議事

録の公開を忘れていたことは言語道断である。よ

うやく公開された議事録は、不明瞭である上、音

声データは消去していて、再検証できないなど、

１法人に対して８５億円もの補助金を投入するこ

との重大性を認識していない区の姿勢は明らかで

ある。議事録や審査会の在り方について見直しを

求める。 

  地下鉄サリン条例は、丁寧な説明もなく提案さ

れ、また、今定例会では、議案の撤回もあった。

条例は軽々しく提案するものではなく、軽々しく

撤回するものでもない。猛省を求める。 

  共産党提案の修正案は、区独自の学力テストの

中止や生きがい奨励金の復活などについて見解が

異なるため、賛成できない。 

  本委員会では、おはやしへの支援、保護猫譲渡

会の拡充、綾瀬駅東口のビル風対策、バス停屋根

のミスト化、高架下の屋根の設置と柵の撤去など、

綾瀬駅西口のウォーカブルなまちづくり、投票済

書の発行や期日前投票所の設置、主権者教育の推

進などを提案した。筋道や道理を間違うことのな

い区政運営を望み、討論とする。 

  以上が、是々非々の会の討論要旨であります。 

  次に、都民ファースト無所属の会を代表して、

川村みこと委員から、第５号議案から第８号議案

及び第５３号議案の５議案の原案全てに賛成、第

５号議案に対する修正案に反対の立場から討論が

ありました。その要旨を申し上げます。 

  区は、令和７年度予算のタイトルを「選ばれる

には“ワケ”がある」とした。子育て、福祉、防

犯、防災、経済、環境など幅広く網羅されており、

区民には選んでよかった、区外の方にも、これか

ら足立区を選んでいただける予算編成となってお

り、評価をする。 

  一方で、日本共産党足立区議団から提出された

修正案については、長期で安定的な区政運営を見

据えたものとは言えず、賛成できるものではない。 

  なお、本委員会で質疑をした歳入増加に向けた

取組、行政サービスの向上、プレーパークの推進、

不登校支援、こども家庭センターの早期設置、子

育て仲間づくりの補助金の拡充、子どもと本のつ

ながりの更なる強化などの子育て環境の充実、学

校選択のオンライン化、学童保育、保育園の申込

みの利便性向上、子育てサロンの利便性向上など、

保護者負担の軽減、ゼロ歳児定員見合いの補助期

間延長、保育士の職場環境の改善、福利厚生の充

実、部活動の外部委託及び地域移行などの労働環

境の改善、マンション耐震化促進や防災訓練の更

なる充実、無電柱化、災害時協定の拡大などによ

る防災力向上、公園の塗装の見直しによる更なる

治安向上、足立の花火や光の祭典、二十歳の集い

など、各イベントの更なる充実、そして、空き家

対策、終活支援、日暮里・舎人ライナーの混雑対

策、綾瀬・北綾瀬エリアの更なる活性化など、区

政運営に反映するよう要望する。 

  最後に、より多くの方に選んでいただける、選

んでよかったと思っていただける足立区を目指し、

今後も区民のために粉骨砕身活動してまいります

ことをお誓い申し上げ討論とする。 

  以上が、都民ファースト無所属の会の討論要旨

であります。 

  次に、足立区議会議会改革を全力で推し進める

会を代表して、長谷川たかこ委員から、第５号議

案から第８号議案及び第５３号議案の５議案原案

全てに賛成、第５号議案に対する修正案に反対の
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立場から討論がありました。その要旨を申し上げ

ます。 

  令和７年度施策は、子育て、若者支援、災害対

策を中心にした施策を基軸にし、妊娠期から若者

まで切れ目のない支援の強化と医療、介護、健康

の拠点でもあるすこやかプラザあだちの開設やマ

ンションに対する備蓄品購入費用助成等の災害へ

の備えに対する施策なども含めた予算編成となっ

た。 

  子育て家庭訪問事業の拡充策として、訪問した

際に、全世帯に向けたアンケートを同時に行い、

保護者のニーズに合わせた取組を駆け足で進めて

いくことを要望する。 

  すこやかプラザあだちについて、がん患者、が

ん体験者、その御家族が、住み慣れた地域で質の

高い生活を送ることができるよう、緩和ケアセン

ターの設置を要望する。 

  東京女子医科大学附属足立医療センターに、区

としてタクシープール解禁の申入れをするよう求

める。 

  不登校の児童・生徒を対象とした家庭教師派遣

についても、適切な事業が運用されるよう要望す

る。 

  また、本委員会では、長期休日における休日応

急医療体制、がん患者、がん体験者、家族支援の

構築、幼児期における早期の気付き、発達障がい

支援、ペアレント・メンターの新規事業に向けた

取組、東京女子医科大学附属足立医療センターに

おける待合タクシーの是正、不登校支援の拡充、

発達障がい特性のある子どもに対する通級学級支

援事業の拡充、学校現場の緊急医療体制の見直し、

共同親権の支援制度の構築、ユニバーサルデザイ

ンの教育、中学校のスポーツ・文化芸術活動の地

域移行、カスタマーハラスメント対策などを提案

した。議論の内容を十分に念頭に置き、執行され

ることを強く要望し、討論とする。 

  以上が、足立区議会議会改革を全力で進める会

の討論要旨であります。 

  市川おさと委員からは、第５号議案から第８号

議案及び第５３号議案の５議案の原案全てに賛成、

第５号議案に対する修正案に反対の立場との意見

表明がありました。 

  野沢てつや委員からは、第５号議案から第８号

議案及び第５３号議案の５議案の原案全てに賛成、

第５号議案に対する修正案に反対の立場との意見

表明がありました。 

  各会派からの討論終結後、５議案並びに修正案

をそれぞれ採決に付しました。 

  その結果、第５号議案 令和７年度足立区一般

会計予算は、挙手多数により原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

  第６号議案 令和７年度足立区国民健康保険特

別会計予算、第７号議案 令和７年度足立区介護

保険特別会計予算、第８号議案 令和７年度足立

区後期高齢者医療特別会計予算、第５３号議案 

令和７年度足立区一般会計補正予算（第１号）の

４議案は、全会一致で原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

  また、第５号議案に対する修正案については、

挙手少数により否決されました。 

  以上で、本特別委員会における審査経過並びに

結果についての委員長報告を終わりますが、議員

各位におかれましては、本特別委員会の決定に御

賛同を賜りますようお願いを申し上げ、審査報告

を終わります。 

○ただ太郎議長 委員長の報告が終了いたしました。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  この採決は２回に分けて行います。 

  最初に、第５号議案について採決いたします。 
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  第５号議案 令和７年度足立区一般会計予算に

ついて、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに賛成

の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

案は委員会の報告のとおり可決されました。 

  次に、第６号議案から第８号議案並びに第５３

号議案の４議案について採決いたします。 

  第６号議案 令和７年度足立区国民健康保険特

別会計予算、第７号議案 令和７年度足立区介護

保険特別会計予算、第８号議案 令和７年度足立

区後期高齢者医療特別会計予算、第５３号議案 

令和７年度足立区一般会計補正予算（第１号）に

ついて、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第６から第１２までを

一括議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第 ９号議案 刑法等の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整理に関する条例 

 第１１号議案 足立区職員定数条例の一部を改正

する条例 

 第１３号議案 足立区職員の退職手当に関する条

例の一部を改正する条例 

 第１４号議案 足立区基本計画審議会条例を廃止

する条例 

 第３９号議案 足立区の一般職の任期付職員の採

用に関する条例の一部を改正する条例 

 第４０号議案 足立区職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例 

 第４１号議案 足立区職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第１３から第１５まで

を一括議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第１５号議案 足立区特別区税条例の一部を改正

する条例 

 第１６号議案 足立区住区センター条例の一部を

改正する条例 

 第１８号議案 足立区立子育てサロン条例の一部

を改正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異
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議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第１６を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第１７号議案 足立区男女共同参画社会推進条例

の一部を改正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  これより討論を行います。 

  加地まさなお議員並びに市川おさと議員からそ

れぞれ発言の通告がありますので、これを許しま

す。 

  最初に、２番加地まさなお議員。 

［加地まさなお議員登壇］ 

○加地まさなお議員 参政党の加地まさなおです。 

  私は、是々非々の会（維新・参政・無所属）を

代表して、第１７号議案 足立区男女共同参画社

会推進条例の一部を改正する条例案に、反対の立

場から討論をいたします。 

  今回の議案は、足立区男女共同参画推進委員会

から、条例改正の必要性について提言があり、性

の多様性に関する規定の追加及び男女共同参画に

ついて時代に即した見直しを行うため、条例の一

部を改正するものです。 

  改正案の附則にもあるように、今なお性別によ

る固定的な役割分担意識とそれに基づく社会的慣

行等、男女平等は十分に達成されているとは言え

ないというのが、改正に至った問題意識であり、

男女共同参画社会推進条例の当初の目的や趣旨は、

それらを解決すべきものだったと認識しています。 

  しかしながら、改正案の中には、男女を性別等

にかかわらずや全ての人に置き換え、性的指向や

ジェンダーアイデンティティーの定義付けを行っ

ています。つまり、性の多様性に関する規定を新

たに盛り込んだわけですが、これらは、附則に掲

げた問題意識とは全く異なる論点であり、条例を

制定した当初の目的や趣旨を埋没させるものでは

ないかと危惧しています。 

  日本は、先進国の中でも男女格差が大きい国の

一つとされており、このジェンダーギャップを埋

めることが、当初条例が制定された背景だったは

ずです。男女共同参画の目指すべきものは、性別

による不当な扱いをなくし、男女がそれぞれの特

性を生かしながら活躍できる社会を目指すことで

す。これは、単に性差をなくせばよいというもの

ではなく、むしろ男女それぞれの特性を尊重しな

がら、公平な機会を担保することが本来の趣旨で

あり、その先に初めてワーク・ライフ・バランス

や女性の社会的地位向上が実現するものと考えま

す。 

  これらを踏まえ、渋谷区では、渋谷区男女平等

及び多様性を尊重する社会を推進する条例を渋谷

区人権を尊重し差別をなくす社会を推進する条例

に改正し、渋谷区多様性を認め合う社会を推進す

る条例も同時に制定しています。男女平等と性的

少数者の人権尊重だけではなく、性別、年齢、国

籍、障がいの有無等にかかわらず、全ての人の人

権を尊重すべく、丁寧に条例制定を行っています。 

  したがって、性の多様性を否定するものでは一

切ありませんが、今回の改正案では、それらに関

する規定を加えることが、当初の目的趣旨から逸

脱しているのではないかという点と加えるのであ

れば、条例名が男女共同参画社会推進のままとい
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うことに違和感があるという点から、本議案には

反対をさせていただき、区の基本構想を踏まえた

丁寧な議論を求め、討論といたします。 

○ただ太郎議長 次に、１番市川おさと議員。 

［市川おさと議員登壇］ 

○市川おさと議員 無所属の市川です。 

  第１７号議案、足立区男女共同参画社会推進条

例の一部を改正する条例に反対の立場で討論を行

う。 

  本条例案は、男女共同参画推進委員会での提言

を受け、区としてパートナーシップ制度を実施し

たり、ＬＧＢＴ相談事業を実施するなどの施策展

開をしている現状に合わせて、条例の見直しを行

おうとするものだ。 

  現行の条例は、男女ということで限定している。

一方、この条例改正案では、性的指向及びジェン

ダーアイデンティティーという全く新しい対象を

入れ込んだ形になっている。重大な改正案である。

ところが、条例改正案の前文には、性的指向やジ

ェンダーアイデンティティーのことは一応言葉と

しては入っているけれども、なぜ今回ここに入れ

たのかが書かれていない。通常、法令の前文は、

日本国憲法もそうであるように、立法事実や沿革、

現状認識を期して決意を述べるものだ。ところが、

本条例案の前文には、なぜ性的指向やジェンダー

アイデンティティーを条例に書き込むのかが、記

されていない。 

  一方、男女共同参画については、前文にこうは

っきりと書いてある。しかし、今なお性別による

固定的な役割分担意識とそれに基づく社会的慣行

と男女平等は十分に達成されているとは言えない

と、はっきり書かれている。だからこそ、この条

例が必要だということが、非常に腑に落ちる形で

書かれている。 

  区民委員会における私の質問に対しては、区は、

パートナーシップ制度や既に施策を展開している

というところで、理解増進の部分のところに関し

て、今後も個別の事業を深めていくとの答弁だっ

た。個別の事業を深めていくということは、私も

大賛成だ。しかし、議会が一番関与できる条例作

成という場面で、性的指向やジェンダーアイデン

ティティーの問題を男女共同参画社会推進条例の

中に入れるという大きな変更を役所の部署で既に

一緒にやっているからいいんだという程度の話に

なってしまっているのは、あまりにも残念だ。 

  国連には、様々な人権関係の権利条約がある。

世界人権宣言が全ての大本になっている。世界人

権宣言は、この宣言の後に国際連合で結ばれた人

権規約の基礎となっている。この宣言は、正に全

ての人が対象の人権保障だ。ところが、話はそこ

で終わらない。全ての人が対象で、人権をちゃん

と保障しますよと宣言がされたにもかかわらず、

その後、人種差別撤廃条約や女性差別撤廃条約、

拷問禁止条約や子どもの権利、移住労働者権利条

約という個別の権利条約ができている。障がい者

権利条約もある。全ての人が対象の人権宣言があ

るにもかかわらず、その後、なぜ個別の人権条約

ができているかというと、女性なり子どもなり障

がい者なり、そういう人たちというのが、特に人

権を侵害されやすいからだ。だからこそ、国際社

会、日本も含めて、個別のそうした差別撤廃条約

を結んできた。その流れの中に足立区の男女共同

参画社会条例も位置づけられる。その条例に新た

に性的指向及びジェンダーアイデンティティーを

新たに入れ込むのは、大きな変更であり、執行機

関においては、十分な説得力を持たせるべきであ

ったのに、それが十分でなかった。 

  男女共同参画社会の実現は、まだまだ道半ばだ。

そうした中、条例改正案では、男女という文言を

消して、全ての人と言い換える部分もある。これ
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は人権保障の後退ではないか。更に、本条例案で

は、性別という言葉と性別等という言葉とか混ぜ

こぜに使われている。性別等とは、性別、性的指

向及びジェンダーアイデンティティーのことだと

記されている。私は、区民委員会で、恣意的に使

い分けていると指摘した。執行機関の答弁では、

今回条例改正においては、性別等、要は男女とい

うことではなく、全ての人がということでの考え

方がベースになっているとのことだ。しかしこれ

はとてもおかしい。さきに述べたように、人権保

障の歴史は、まず包括的保障から個別的な保障へ

という大きな流れがある。足立区の施策も、その

流れの中に位置づけられるべきだ。今回の条例改

正案は、人類の人権保障の流れに逆行するものだ。

男女ということではなく、全ての人がということ

での考え方がベースになっているということなら

ば、人権保障関係の条例は、一つだけあれば足り

るということになってしまう。 

  この条例改正案が、足立区男女共同参画社会推

進条例のままなのは、あまりにも象徴的だ。内容

が大きく変更され、性別等という新しい概念を大

きく入れ込んでいるにもかかわらず、肝腎要の条

例の名称が男女等などではなく、男女のままにな

っていることは、男女共同社会推進のためにも、

性的少数者の人権保障のためにも禍根を残すもの

だ。 

  私は、性的指向及びジェンダーアイデンティテ

ィーに応じた個別の施策を深めていくことには賛

成の立場だ。ただし、本条例案については、木に

竹を接ぐような内容になってしまっている。 

  以上述べた理由によって反対をするものであり

ます。 

  以上です。 

○ただ太郎議長 討論が終結いたしましたので、こ

れより採決いたします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに賛成

の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

案は委員会の報告のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第１７を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第１９号議案 足立区ボランティア施設条例の一

部を改正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  これより討論を行います。 

  本案について発言の通告がありますので、これ

を許します。 

  ２９番はたの昭彦議員。 

［はたの昭彦議員登壇］ 

○はたの昭彦議員 ただいま議題となりました第１

９号議案 足立区ボランティア施設条例の一部を

改正する条例について、日本共産党足立区議団を

代表して、反対の立場を表明し、討論を行います。 

  本議案は、建物の老朽化、利用率の低下を理由

に、西綾瀬ボランティアセンターを廃止するため

の条例です。 

  確かに、建物は築５７年経過、老朽化しており、

解体はやむを得ない面もありますが、だからとい

って、ボランティアセンター廃止の理由にはなり

ません。 

  また、利用率の低下の理由に立地の悪さを挙げ

ていますが、この場所に設置したのは足立区自身
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であり、それなら立地のよい場所に移せばよい話

です。 

 老朽化で使い勝手の悪い部分には手を入れず、利

用率を上げる努力もせずに、利用率低下を理由に

挙げるなどもってのほかです。 

  更に、足立区ボランティア施設条例第１条には、

設置の理由をボランティアの育成及び活動の場と

して、施設を提供することにより、ボランティア

活動による地域福祉の推進を図るため、施設を設

置するとあります。区内２か所ある施設が１か所

になれば、福祉の後退につながるのが当然ではな

いでしょうか。 

  新たに策定した足立区基本計画は、やりたいこ

とがかなうまちをテーマに策定されましたが、西

綾瀬ボランティアセンターの廃止は、この方向に

も逆行するものです。 

  最後に、議案を審査した厚生委員会では、他の

委員からも、ボランティアを醸成し、またやりた

いことがかなう趣旨からも、既存のところでサテ

ライト的な機能で代替えできなかったのか、場所

の確保を同時に考えなければならないとの発言が

ありました。 

  議会として力を合わせて、ボランティア活動の

やりたいがかなう環境づくりを進める立場に立た

れることを強く願い、討論といたします。 

○ただ太郎議長 討論が終結いたしましたので、こ

れより採決いたします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに賛成

の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

件は委員会の報告のとおり可決されました。 

 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第１８、第１９を一括

議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第２０号議案 足立区障がい者福祉手当条例の一

部を改正する条例 

 第２１号議案 債権の放棄について 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第２０から第３１まで

を一括議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第２２号議案 足立区建築物再生可能エネルギー

利用促進区域における説明義務制度の対象となる

建築物の用途及び規模を定める条例 

 第２３号議案 足立区道路占用料等徴収条例の一

部を改正する条例 

 第２４号議案 足立区立公園条例の一部を改正す

る条例 

 第２５号議案 足立区立プチテラス条例の一部を

改正する条例 

 第２６号議案 足立区河川流水占用料等徴収条例
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の一部を改正する条例 

 第２７号議案 足立区中高層建築物等の建築に係

る紛争の予防及び調整条例の一部を改正する条例 

 第２８号議案 足立区高野地区地区計画の区域内

における建築物の制限に関する条例等の一部を改

正する条例 

 第２９号議案 特別区道路線の認定について 

 第３０号議案 区域外道路の認定の承諾について 

 第３１号議案 足立区と葛飾区の行政境界に係る

道路の管理に関する協定の変更について 

 第５１号議案 足立区立公園等に係る移動等円滑

化のために必要な特定公園施設の設置に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例 

 第５２号議案 足立区景観条例の一部を改正する

条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第３２を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第５０号議案 足立区事務手数料条例の一部を改

正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに賛成

の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

案は委員会の報告のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第３３から第３７まで

を一括議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第３２号議案 足立区特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例 

 第３３号議案 足立区家庭的保育事業等の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例 

 第３５号議案 訴えの提起について 

 第３６号議案 火災に関する和解について 

 第３７号議案 足立区立保育所の指定管理者の指

定について 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告
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のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第３８を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第３４号議案 足立区立認定こども園条例の一部

を改正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに賛成

の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

案は委員会の報告のとおり可決されました。 

  この際、議事の都合により暫時休憩いたします。 

午後１時４７分休憩 

午後１時５９分再開 

○ただ太郎議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  事務局長より諸般の報告をいたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

                        

○ただ太郎議長 この際、日程の追加についてお諮

りいたします。 

  休憩中、配付いたしました第５４号議案 災害

用備蓄包括管理事業について、第５５号議案 足

立区国民健康保険条例の一部を改正する条例、第

５６号議案 令和７年度足立区一般会計補正予算

（第２号）、第５７号議案 足立特別区税条例の一

部を改正する条例についてを本日の日程に追加し、

追加日程第１から第４とし、日程の順序を変更し

て直ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、さよう決しま

した。 

  追加日程第１から第４までを一括議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 第５４号議案 災害用備蓄包括管理事業について 

 第５５号議案 足立区国民健康保険条例の一部を

改正する条例 

 第５６号議案 令和７年度足立区一般会計補正予

算（第２号） 

 第５７号議案 足立特別区税条例の一部を改正す

る条例について 

                        

○ただ太郎議長 本案について執行機関の説明を求

めます。 

○長谷川勝美副区長 第５４号議案につきましては、

議案に不備があり、さきに撤回をさせていただき

大変申し訳ありませんでした。不備を修正し、再

度提出をさせていただくものであります。 

  改めまして、ただいま議題となりました４議案

につきまして一括して御説明申し上げます。 

  第５４号議案は、足立区議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得または処分に関する条例第３

条の規定に基づき提出いたしたものであります。 

  第５５号議案は、国民健康保険法施行例の改正

に伴うもののほか、規定を整備する必要がありま

すので、提出いたしたものであります。 

  第５６号議案は、令和７年度足立区一般会計補

正予算（第２号）であります。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１８億

８，９３４万５，０００円を増額し、歳入歳出予

算の総額を３，４９４億４，２３７万７，０００
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円とするものであります。 

  今回の補正の内容といたしましては、歳入につ

きましては繰入金を増額いたしたものであります。

歳出につきましては、小・中学校運営管理事業、

小・中学校児童・生徒保護者負担軽減事業、持続

可能なコミュニティバスはるかぜ路線維持事業、

多様な交通推進事業を増額いたしたものでありま

す。 

  第５７号議案は、道路交通法の一部を改正する

法律の施行に伴うもののほか、規定を整備する必

要がありますので、提出いたしたものであります。 

  よろしくお願いいたします。 

○ただ太郎議長 本案について発言の通告がありま

せんので、第５４号議案並びに第５６号議案につ

いては所管の総務委員会に付託し、第５５号議案

並びに第５７号議案については、所管の区民委員

会に付託いたします。 

  この際、審議の都合により暫時休憩いたします。 

  なお、総務委員会委員並びに区民委員会委員に

申し上げます。 

  休憩中、ただいま付託いたしました議案につい

て審査されますようお願いいたします。 

  詳細については、事務局長より申し上げます。 

○大谷博信区議会事務局長 総務委員会委員の方は

第３委員会室に御参集願います。 

  なお、区民委員会委員の方は各会派控室でお待

ち願います。 

午後２時０３分休憩 

午後３時４４分再開 

○ただ太郎議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  休憩中、総務委員会並びに区民委員会が開会さ

れ、先ほど付託いたしました第５４号議案から第

５７号議案までが審査され、お手元に配付のとお

り委員会の審査報告書の提出がありました。 

  発言の通告がありませんので、これより採決い

たします。 

  この採決は２回に分けて行います。 

  最初に、議案第５４号議案並びに第５６議案の

２議案について採決いたします。 

  本案について委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

  次に、第５５号議案並びに第５７号議案の２議

案について採決いたします。 

  本案について、委員会の報告は可決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の報告

のとおり可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第３９を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 議員提出第１号議案 足立区育英資金条例の一部

を改正する条例 

                        

○ただ太郎議長 本案につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  これより討論を行います。 

  本案について発言の通告がありますので、これ

を許します。 

  ３０番ぬかが和子議員。 

［ぬかが和子議員登壇］ 

○ぬかが和子議員 ただいま議題となりました議員
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提出第１号議案 足立区育英資金条例の一部を改

正する条例案について、日本共産党足立区議団を

代表し、委員会での否決という結果に反対をし、

可決を求める立場から討論を行います。 

  本議案は、奨学金の返済支援助成を卒業後の社

会人にも適用するためのものです。実際に大学を

卒業した途端に数百万円の借金を負う若者の負担

を少しでも軽くするために、卒業後にも返済支援

助成を申請し、受けられるように、条例の設置目

的を一部改正するものです。 

  区が、審議会で継続して審議していると言いな

がら、１年が経過する中、一向に方向性を明らか

にしないために、議会側から若者を応援するため

に提出をしました。 

  付託された文教委員会では、公明党議員が、条

例に盛り込むと、育英資金を積立基金を財源にす

ることになる。要綱にすれば、一般財源の活用に

なると言い、否決と言い放ち、自民党委員は、対

象目的とそぐわない、都民ファーストの議員は、

基金の使い方を理由に否決しました。これは二重

三重に間違いがあり、議論になり得るものではあ

りません。 

  第１に、育英資金積立基金条例と今回提案して

いる育英資金条例は別物であり、育英資金条例で

は財源について一切触れていないのに、それを理

由に否決しているということで、理由にも値しま

せん。現行の返済支援助成金の財源を基金として

いる財源を基金としている規定の方を削除するよ

うな条例改正を上程させていただき、補助要綱を

制定して一般会計から助成する形を考えていると

いう誤解を招く区側の答弁を局解して、反対のた

めの反対理由にしているとしか思えません。 

  第２に、本案どおり社会人対象の返済支援助成

を盛り込んだからといって、育英資金積立基金だ

けを財源にしなければいけないわけではなく、要

綱にすれば、一般財源活用になるという言い分そ

のものが間違っており、自治体財政論を分かって

いる者の言い分ではありません。特定目的基金は、

その目的のために活用しなければなりませんが、

その特定目的に一般財源を活用することを禁止す

るものではなく、実際に他の特定目的基金でも一

般財源も活用しているし、要綱にすればなどとい

うものではありません。この論で行けば、学校改

築、公共施設の改修、学校ＩＣＴ環境整備、環境

災害対策など、特定目的基金に規定されているも

のは、全て要綱にして基金で賄わなければならな

いということになりますが、そんな珍論はあり得

ません。 

  第３に、対象目的がそぐわないというのは、現

行の返済支援助成も、申込みは学生時代であって

も、実際の助成は社会人になって以降であり、現

条例で行っている返済支援助成を否定することに

なります。今回仮に行政側からも条例改正案が出

され、２種類を同時に審議しているのであれば、

そういった議論もあり得ますが、そうでない中、

対象目的がそぐわないというならば、積極的に現

条例修正案を出すべきであり、そのようなことも

せずに否決することは、反対のための反対としか

言いようがありません。 

  今回の条例改正案の審議では、区が今後、返済

支援助成を条例から抜き出して、社会人も含めて

要綱で実施するという報告事項を同時に受けまし

た。全体として、区側の誤解を招く表現をうのみ

にし、行政をチェックする議会の機能を果たすこ

とよりも、我が党が提案した改正案を否決するこ

とに終始した態度としか思えず、残念でなりませ

ん。 

  さきに述べた育英資金条例とは別の育英資金積

立基金条例等の課題をあたかも混同する議論もそ

うですけれども、区側の社会人向け返済支援助成
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のやり方、考え方では、１００万円の返済支援に

ならないというチェックすらできていないのです。

区の返済支援助成の仕組みは、５年間にわたり４

０万円を上限にして返済した額の半額、上限２０

万円を助成するというものです。しかし、実際の

社会人の返済額月額は、１万５，０００円から２

万円で、長期にわたり返済を余儀なくされている

ことが特徴で、４０万円の上限には到達しないた

め、ほとんどの若者が合計１００万円の返済支援

を区の枠組みでは受けられません。しかも、我が

党の西の原議員が学生支援機構に問い合わせたと

ころ、５年にわたり月三、四万円の月額返済とし、

年４０万円ずつ返済するなどというのは非現実的

だと回答を受けているのです。我が党が提案した

とおり、一括で支給した金額を繰上げ返済する方

が、現実的だと指摘を受けているのです。 

  条例審議の冒頭で、社会人返済支援助成を我が

党は本定例会の代表質問で求めている旨の発言が

ありました。この議論や提案は、１年以上前から

行っているものであり、後追い質問の感は否めま

せんが、社会人返済支援助成を必要とするならば、

少なくとも今回の条例提案については、否決とい

う態度ではなく、継続審議とするべきではありま

せんか。 

  かつて子どもの医療費助成の拡充など、議員提

出議案を出し、議論したときには、歴代の自民党、

公明党などの与党は、継続審議とし、最終的に区

側が同様の提案をした際に、議員提出議案を取り

下げるということがよくありました。今回の自民、

公明、都民ファーストの与党の態度は、かつての

区議会与党と比べても、非常に残念な態度です。

区民から見れば、議会として立法権限を活用して、

積極的に議論を進めることよりも、党利党略を優

先したようにしか映りません。 

  我が党は、どの党が出した提案であっても、よ

いものには賛成する一貫した態度を取り、力を合

わせて前に進めていく姿勢を貫いていますが、否

決と言い放った与党にそういった姿勢が見られな

いのは残念でなりません。 

  区民、若者の切実な声、実態から提案したもの

を理由のない理由で否決することは、区民の願い

を否定する姿勢と言わざるを得ません。 

  以上をもって育英資金の返済支援の対象に卒業

後の若者社会人を加えるための条例改正を反対し

否決することに反対をし、可決を強く求めまして、

討論といたします。 

○ただ太郎議長 討論が終結いたしましたので、こ

れより採決いたします。 

  本案について委員会の報告は否決であります。 

  本案は、委員会の報告どおり決することに賛成

の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

案は委員会の報告のとおり否決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４０を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 ６受理番号１５ 音楽溢れる足立区にする請願 

 受理番号  ２ 羽田新飛行ルート中止をするよ

う国へ意見書の提出を求める陳情 

                        

○ただ太郎議長 本件につきましては、委員会の審

査報告書を既に配付のとおりであります。 

  これより討論を行います。 

  受理番号２について発言の通告がありますので、

これを許します。 

  １５番山中ちえ子議員。 
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［山中ちえ子議員登壇］ 

○山中ちえ子議員 受理番号２ 羽田新飛行ルート

中止をするよう国へ意見書の提出を求める陳情、

受理番号２の陳情について、建設委員会では不採

択となりましたが、これに反対し、採択を求める

立場で日本共産党を代表し、討論を行います。 

  陳情は、落下物の危険、墜落の危険性が科学的

にある都心の住宅密集地上空を低空飛行する羽田

新ルートは、万が一の墜落事故、落下事故の可能

性から、住民の安全、命を守るため、中止させ、

元の原則どおり、海上ルートに戻してほしいと願

うもので、そのために、国に意見書を足立区議会

が提出することを求めるものです。 

  国交省は、２０２０年東京オリンピックへの対

応や首都圏の国際競争力の強化を理由に、羽田空

港の離着陸コースを変更し、１時間当たりの発着

回数を現行の８０回から９０回に拡大する計画を

打ち出し、これまでの原則である海上ルートでは

ない都心の住宅密集地を低空で飛行する新しいル

ートの運行を始めました。 

  今回、建設委員会で初めて審議されましたが、

公明党の議員は、固定化回避の検討会を実効性の

あるものの形で進めていただくよう要望するのが

一番妥当な方向性、新飛行ルートの停止は現実と

は捉えていないので、不採択でお願いしますと表

明しましたが、固定化回避の検討会は、もともと

新ルートと同じ滑走路の使い方を前提にしたもの

で、海から入り海から出るルートに基づく検討は

されていません。つまり、残念なことに、固定化

回避という名で、都心上空の飛行を固定化するこ

とを検討しているのです。４年以上もこの議論を

しながら、固定化回避検討会は、住民要求に背を

向ける姿勢であり、実効性あるものを求めると言

いますが、海から入り海から出るルートに基づく

検討をしない限り意味がありません。だから、関

連各自治体で一つでも多く、新ルートの停止を求

める意見書が上がる後押しがないと、実効性のあ

る検討とはなり得ないということになります。実

効性を固定化回避検討委員会に求めるのであれば、

今回の陳情を採択することが重要で、早く空の安

全を守れる最も実効性のある現実的な道が開かれ

ます。 

  自民党の議員については、上空をという話です。

飛行機に限らず落下物、事故があってからでは取

り返しがつかないことになりますから、そもそも

対策をしっかり見直さないといけないと思ってい

ます。本当に空路に限らず、この間の八潮の陥没

事故を含め、道路、下水道、様々なもののインフ

ラの老朽化が目立っています。老朽化に限らず、

安全は更に高まっていかなくてはならないと思っ

ています。 

  そんな中で、まず、この陳情にも寄り添うのは

当然だと思いますけれども、現実的に今の段階で

この飛行ルートをなくしてしまおうということは、

現在では厳しい、そういった意味では、固定化を

まずさせない議論をしっかりして、経済的関連、

国の政策的にも今現在ではでは厳しい区の立場を

主張していく必要があると思います。 

  空路などのインフラ、安全・安心を確保するた

めにも、２３区の特別区長会、建設部長会、全自

治体を巻き込んでの議論をやっていただくのが前

提の上で、今回の内容については不採択とさせて

いただきますとの表明でした。万が一の事故があ

ってからでは取り返しがつかないというのなら、

不採択などと悠長なことを言っていないで、早急

に対応するべきではないでしょうか。 

  広大な空域を占用し続ける横田空域の存在が、

もともと羽田空港の過密運航の原因になっていま

す。羽田空港は、２００９年１２月から４本目の

滑走路の供用を開始するため、民間機の離着陸回
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数が年間２９万回から４０万７，０００回に激増

しています。戦後８０年にもなるというのに、米

軍が首都を含む日本の空を支配し、日本の民間機

が広大な横田空域を避けて飛ばなければならない

ということ自体、極めて異常です。政府は、全面

返還交渉どころか、米軍再編の巨大経費の負担を

約束して、一部の返還で済ます態度に終始してい

ます。過密運航を解消するためには、横田空域の

返還が不可欠であり、前提であるにもあるのに手

つかずのままとなっており、改善も求めず付き従

い、更に都心上空の新ルート撤回を区民が求めて

いるにもかかわらず、固定化回避どころか固定化

を進める検討会となっている固定化回避検討会に

委ねることをもって不採択とした態度は改めるべ

きです。 

  是々非々の会については、まず、１日最大８０

便から１３０便への増便が可能となって、首都圏

の国際競争力の強化が図れることは、私は日本経

済にとって大変重要なことだと思います。千葉の

友人と話し、従前の飛行ルートは千葉を通るわけ

で、今回の新しいルートは３時間程度がこの首都

圏を通っていますけれども、それ以外の時間帯は、

やはり従前と同じく千葉県上空を通っている。千

葉県の友人からすると、県民だけが負担を強いら

れ、それは不公平になるではないかとの話があっ

た。友人の話は、一理ある思う。ですから、それ

は、東京だけでなく、首都圏全体で議論していく

問題でなかろうか。私としては、日本経済の強化

というのは必要であろうと思いますから、不採択

との表明でした。千葉県上空下でも、都心ルート

同様に危険な兆候があるけれども、そのまま飛行

を継続していることから被っているのだから、公

平性の観点で、都心ルートの危険も被ることは仕

方がない、我慢するべきというのでしょうか。羽

田空港の過密化を改善する新飛行ルートの中止を

求める議論は、東京以外の問題を排除したもので

はないことは御存じだと思います。 

  過去の事故、インシデントから、行政、会社が

何を学んでいるのか。命を守るため、かつての事

故の教訓を生かした対策がきちんと取られている

のか。更に、利益最優先の発想で、間違った方向

に動いていないかこそ、地方議会において、区、

航空会社、行政に対して厳しくチェックの目を持

つことが重要となります。この視点もなく、首都

圏の国際競争力の強化をとりわけ重視する姿勢で

は、航空業界の事故を二度と起こさないツールを

いつまでたっても我が国において確立できないこ

ととなってしまい、経済どころか人の命を守れな

い国になってしまいます。 

  陳情に関連し、住民からは幾つも声が寄せられ

ています。 

  ２分に１回、頻繁にジャンボ機が低空で飛んで

いる、早朝にも轟音が続くことがある、そのため

に落ちるのではないかと怖い。轟音が聞こえてく

るが、見上げれば、低空飛行していて怖いと不安

の声、９月には、低空飛行調査を住民主体で行っ

た。２分に１回飛んでいることが分かり、びっく

りした。テレビで御巣鷹山の日航ジャンボ機墜落

事故を取り上げていました。犠牲になった当時９

歳の男の子の母親は、空の安全は願うものではな

く、つくるものだと分かったと。印象的だった。

是非、政治の力で、空の安全をつくってください

と願いも寄せられました。 

  羽田空港増便に伴う低飛行ルートの新ルート中

止の願いを空路の安全を求めながら、この陳情を

否決することは、道理に合わないと思います。東

京タワーより低い高さで、巨大旅客機が１時間に

４４便飛んでいく。騒音、落下物や墜落事故の危

険性、大気汚染など、区民の生活が脅かされかね

ない事実を前に、都心上空を低空飛行する新ルー
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ト中止をするよう国へ意見書の提出を求める陳情

は採択とし、ここ足立から空の安全をつくってい

きましょうと各議員に呼び掛けまして、討論を終

わります。 

○ただ太郎議長 討論が終結いたしましたので、こ

れより採決いたします。 

  この採決は２回に分けて行います。 

  最初に、６受理番号１５について採決いたしま

す。 

  本件は、所管委員会の審査報告書のとおり不採

択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

件は委員会の報告のとおり決しました。 

  次に、受理番号２について採決いたします。 

 本件は、所管委員会の審査報告書のとおり不採択

とすることに賛成の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立多数であります。よって、本

件は委員会の報告のとおり決しました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４１を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 ５受理番号７ インボイス制度の導入に際し、足

立区シルバー人材センターが会員への分配金から

消費税分を減額しなくて済むように、足立区とし

て援助を求める陳情外３１件 

                        

○ただ太郎議長 本件につきましては、常任並びに

特別委員会の各委員長から、目下委員会において

審査中の請願陳情３２件を、会議規則第７４条の

規定により、既に配付いたしました申出書のとお

り、閉会中の継続審査の申出がありました。 

  お諮りいたします。 

  本件は、いずれも閉会中の継続審査に付したい

と思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、さよう決しま

した。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４２を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 議員の派遣について 

                        

○ただ太郎議長 本件につきましては、会議規則第

１２７条の規定により、足立・鹿沼友好自治体議

員連絡協議会へ議員を派遣したいと思います。 

  お諮りいたします。 

  既に配付のとおり議員を派遣することに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、さよう決しま

した。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４３、第４４を一括

議題といたします。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 議員提出第２号議案 足立区議会委員会条例の一

部を改正する条例 

 議員提出第３号議案 足立区議会個人情報の保護

に関する条例の一部を改正する条例 
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○ただ太郎議長 お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第３７条第３項

の規定により、提案理由の説明及び委員会の付託

を省略いたしたいと思います。御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、提案理由の説

明及び委員会の付託を省略することに決定いたし

ました。 

  質疑及び討論の通告がありませんので、これよ

り本案について採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、原案のとおり

可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４５を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 議員提出第４号議案 下水道事業等における地方

公共団体への国の積極的な支援を求める意見書 

                        

○ただ太郎議長 本案について、提出者を代表し、

４１番鹿浜昭議員の提案理由の説明を求めます。 

  鹿浜昭議員。 

［鹿浜昭議員登壇］ 

○鹿浜昭議員 ただいま議題となりました議員提出

第４号議案 下水道事業等における地方公共団体

への国の積極的な支援を求める意見書について、

提出者を代表いたしまして、提案理由を御説明申

し上げます。 

  本案につきましては、議会運営委員会に所属す

る全議員が提出者となり、提案することに決定し

た次第であります。 

  なお、議員各位に既に配付いたしました意見書

を朗読して、提案理由の説明に代えさせていただ

きます。 

  下水道事業等における地方公共団体への国の積

極的な支援を求める意見書。 

  令和７年１月、埼玉県八潮市で発生した下水道

管の破損が原因とされる大規模な道路陥没事故に

より、お一人が被害に遭われ、地域や周辺自治体

の約１２０万人の生活に甚大な影響を及ぼした。

下水道は、１９９０年代に建設されたものが多く、

耐用年数から推察するとその多くが更新時期を迎

えている状況である。 

  また、地方公共団体の下水道事業においては、

使用料収入の減少や職員数の減少による管理・運

営状況の悪化に対し、広域化やＤＸをはじめとす

る効果的・効率的な取組が求められている。 

  一方で政府は、地方公共団体に対して官民連携

により下水道の維持管理・更新を行うよう促して

いるが、思うように進んでいないのが現状である。

上下水道をはじめとした公共インフラの整備は、

住民の生命と財産に大きな影響を及ぼすため、国

や地方公共団体の責任によって安全に管理する必

要がある。 

  よって、足立区議会は国会及び政府に対し、地

方公共団体が安定的かつ持続的に下水道施設を機

能させることができるよう、下記の事項について

早急に取り組むよう強く求めるものである。 

記 

 １ 地方公共団体の下水道事業に対して、相談窓

口の開設や専門家派遣等の伴走型の支援体制を整

えること。 

 ２ 上下水道をはじめとする公共インフラの適切

な維持管理・更新のために、地方公共団体に対し
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て積極的な財政支援を行うこと。 

 ３ 地方公共団体において技術者不足が問題とな

っているため、技術者不足の解消のための財政支

援を行うこと。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により、意見

書を提出する。 

 令和 年 月 日 

議長名 

 衆議院議長 

 参議院議長 

 内閣総理大臣 

 総務大臣 

 財務大臣 

 国土交通大臣 

 内閣府特命担当大臣（地方創生）   あて 

  以上のとおりであります。議員各位におかれま

しても、本意見書の趣旨に御賛同くださいまして、

速やかに御決定くださいますようお願いいたしま

す。 

○ただ太郎議長 質疑の通告がありませんので、お

諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第３７条第３項

の規定により、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の付託

を省略することに決定いたしました。 

  討論の通告がありませんので、これより本案に

ついて採決いたします。 

  本案は、原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、原案のとおり

可決されました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４６を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 足立区副区長選任の同意について 

                        

○ただ太郎議長 本件について、区長の説明を求め

ます。 

［近藤やよい区長登壇］ 

○近藤やよい区長 ただいま議題となりました足立

区副区長選任の同意につきまして御説明を申し上

げます。 

  来る３月２８日をもちまして、長谷川勝美の任

期が満了となります。つきましては、後任として、

勝田実を選任いたしたく、地方自治法第１６２条

の規定に基づきまして、区議会の御同意を賜りま

すよう、提出申し上げました。略歴につきまして

は、御手元に配付のとおりでございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○ただ太郎議長 質疑の通告がありませんので、お

諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の付託

を省略することに決定いたしました。 

 討論の通告がありませんので、これより本件につ

いて採決いたします。 

 勝田実さんの足立区副区長選任に同意することに

賛成の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立全員であります。よって、勝

田実さんの足立区副区長選任に同意することに決
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定いたしました。 

 

           ◇            

 

○ただ太郎議長 次に、日程第４７を議題といたし

ます。 

［大谷博信事務局長朗読］ 

 足立区教育委員会委員任命の同意について 

                        

○ただ太郎議長 本件について、区長の説明を求め

ます。 

［近藤やよい区長登壇］ 

○近藤やよい区長 ただいま議題となりました足立

区教育委員会委員任命の同意につきまして御説明

を申し上げます。 

  来る３月３１日をもちまして、早川貴美子さん

の任期が満了となります。後任として、大井欣一

さんを任命いたしたく、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第４条第２項の規定に基づきま

して、区議会の御同意を賜りますよう、御提出い

たしました。略歴につきましては、御手元に配付

のとおりでございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○ただ太郎議長 質疑の通告がありませんので、お

諮りいたします。 

 本件につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略いたしたいと思い

ます。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○ただ太郎議長 御異議ないと認め、委員会の付託

を省略することに決定いたしました。 

 討論の通告がありませんので、これより本件につ

いて採決いたします。 

 大井欣一さんの足立区教育委員会委員任命に同意

することに賛成の方の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○ただ太郎議長 起立全員であります。よって、大

井欣一さんの足立区教育委員会委員任命に同意す

ることに決定いたしました。 

  次に、ただいま足立区副区長選任並びに足立区

教育委員会委員任命に同意いたしました方々から

挨拶があります。 

  最初に、勝田実さんから挨拶があります。 

○勝田実副区長 ただいま私の副区長の選任に皆様

の御同意を賜りまして、誠にありがとうございま

す。お礼申し上げます。 

  私は、民間企業を経て、平成２年に足立区役所

に入庁いたしました。以来、様々な部署で業務を

遂行する中、多くの壁にぶち当たりましたけれど

も、その都度、上司や先輩、同僚に支えられて、

３５年間務めてまいりました。また、多くの議会

議員の皆様方から御指導と御鞭撻を賜りました。

ありがとうございました。 

  また、地域の方々からも、時には厳しい御意見

をいただきながらも、常に温かく見守っていただ

きました。 

  皆様方の御指導と御支援に改めて感謝を申し上

げます。 

  今後は、副区長として区長を支え、区議会と地

域、執行機関が連携をして、足立区がより多くの

皆様に選ばれる魅力ある区となるよう誠心誠意努

めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

  また、引き続き、御指導、御鞭撻をお願い申し

上げまして、私からの挨拶と代えさせていただき

ます。本日は誠にありがとうございました。 

○ただ太郎議長 次に、大井欣一さんから挨拶があ

ります。 

○大井欣一教育委員会委員 ただいま御紹介いただ

きました大井欣一と申します。 

  この度は、足立区教育委員会教育委員の任命に
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際しまして、足立区議会議員の皆様方の御同意を

賜り、心からうれしく思っています。ありがとう

ございました。 

  私は、加平小学校に副校長として４年間、東加

平小学校に校長として６年間、そして亀田小学校

に校長として６年間勤務させていただきました。

管理職としての１６年間をこの足立で過ごさせて

いただいた上に、このような機会をいただきまし

たこと、とても光栄に思いますと同時に、その責

務の重大さを痛感しております。 

  足立で育てていただいた力、そして、学校現場

で培ってきた経験を生かし、足立区の教育委員会

の更なる発展と充実に努力してまいります。 

  今後も、御指導、御鞭撻のほどどうぞよろしく

お願いいたします。本日は誠にありがとうござい

ました。 

○ただ太郎議長 以上で本日の日程は全て終了いた

しました。 

  区長より発言を求められておりますので、これ

を許します。 

［近藤やよい区長登壇］ 

○近藤やよい 令和７年第１回足立区議会定例会の

閉会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

  皆様方には、予算特別委員会を含む３３日間に

わたり、多数の重要案件につきまして、御審議の

上御決定をいただきましたこと、心から御礼を申

し上げます。 

  また、ただいまは、副区長の選任、教育委員会

委員の任命につきまして御同意を賜り、重ねて御

礼を申し上げます。 

  今会期中は、議事録の未掲載、議案の撤回や答

弁の修正など、議会軽視とのそしりを免れない行

為が頻発したことにつきまして、区長として、改

めて深く責任を感じ、この場から改めておわびを

させていただきます。 

  令和７年度は、新たな基本計画の下で、区制１

００周年へとスタートを切る重要な年でございま

す。４月からは、今まで係長だった職員１３名が

新たに課長に就任いたします。新しい体制で、私

も含め、庁内一丸となって精いっぱい努めてまい

りますので、議会の皆様方には、今後ともよろし

く御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、

御挨拶といたします。ありがとうございました。 

○ただ太郎議長 以上で、令和７年第１回足立区議

会定例会を閉会いたします。 

午後４時２１分閉会 

 

議 長  た だ 太 郎 

副議長  岡 安 たかし 

議 員  岡 田 将 和 

議 員  長井 まさのり 

 

 


